
 

広報・広聴活動実施報告書 

 

 

会派で実施した広報・広聴活動の結果について、下記のとおり報告します。 

 

令和３年１２月２０日 

 

光市議会議長 中 本 和 行 様 

 

 

光市議会会派 『共創』     

 

代 表  田 中 陽 三   

 

議 員  仲 山 哲 男   

 

 

 

 

記 

 

１ 日 時  令和３年１１月２０日（土） １８：００～１９：００ 

 

２ 場 所  コワーキングスペース ヒカリバ 

       （光市浅江１丁目４−１４ アイオイビル ３Ｆ） 

 

３ 内 容  第２回つながる勉強会 「オンライン活動報告＆意見交換会」 

       ※事前にＷＥＢアンケートを実施 

 

４ 結 果  別紙のとおり 

 

 

 



別紙 

日 時 令和３年１１月２０日（土）１８：００～１９：００ 

場 所 
コワーキングスペース ヒカリバ 

（光市浅江１丁目４−１４ アイオイビル ３Ｆ） 

テーマ 第２回つながる勉強会 「オンライン活動報告＆意見交換会」 

主 催 光市議会会派『共創』 

参加者 開催時間中、約１０名が参加 

目 的 

光市議会では、市民の皆さんの声を直接聴く機会として、例年、議会報告

会、高校生との意見交換会を開催していますが、新型コロナウイルス感染症

の影響で、昨年から開催できていない状況が続いており、市民の皆さんを対

象とした議員活動も、対面での活動が難しい状況が続いています。 

しかし、会派『共創』としましては、コロナ禍の今だからこそ「議員（市

議会）が市民の声を聴くことを諦めてはいけない」との思いから、新しい挑

戦として、議員活動に対する“ＷＥＢアンケート”を行うと共に、それを基

にした「オンライン報告会＆意見交換会」を実施しました。 

【概要】 

１ ＷＥＢアンケート（事前実施） 

・Googleフォームで、議員（議会）活動に対する率直な意見を聴くアンケートを作成。 

・アンケートは、会派活動報告書（市内約１５，８００世帯に配布）に案内を掲載し、 

田中、仲山それぞれの Facebookページや地元新聞でも周知。 

・対象者は、光市内在住者、光市内への通勤者・通学者 

・回答期間は、令和３年１１月９日（火）～１１月１８日(木) 

・回答数は、７１あり、回答集計結果は、オンライン報告会＆意見交換会の時に報告。 

・回答集計結果は資料として添付。 

 

２ オンライン報告会＆意見交換会 

コワーキングスペース ヒカリバにおいて、オンライン会議システムＺｏｏｍを活用

し、どなたでも参加できるオープン形式で開催。 

「ＷＥＢアンケート」と同様、会派活動報告書、田中、仲山それぞれの Facebookペー

ジ、地元新聞で周知。 

【当日の流れ】 

①ＷＥＢアンケートの結果報告（約 30分） 

②チャット機能も使いながら、参加者と意見交換（約 30分） 

③時間の延長を行い、さらに意見交換（約 20分） 



【意見交換項目】 

・光市の適応指導教室が無いことについて 

・こども食堂の取組みについて 

・光市役所掲示板の公示方法について 

・光総合病院の対応について 

・議会報告会について 

・光市に住んでいて満足度が高いという民間建設業社のアンケート結果について 

・瀬戸風線開通後の虹ケ丘から光駅（虹ケ浜側）へのアクセスについて 

・インバウンドに向けた観光客の受け入れ対策について 

・意見交換会の開催時間について他 

※個別案件については、終了後に電話にて相談を受付け、意見交換を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【所感】 

今回、初めての試みとなる「WEBアンケート」には、71名からの回答がありました。 

回答の分析を行い、あらためて積極的な情報発信（広報活動）と対話（広聴活動）の必

要性を感じました。 

議員（市議会）の情報を得ていない人が約 17％市内全域にいらっしゃることや、要望・

意見を伝えるにも知っている議員がいない、伝える方法が分からない人が合わせて 40％い

らっしゃることは、大きな課題であると感じました。 

また、若い世代からの回答が多かった中で、「あなたは議員とどのような関わり（活動）

を望みますか。」の設問に、「日常での対面のある身近な議員」の選択肢の回答が約 60％あ

ったこと、「あなたは議員（市議会）に自分の意見や要望を伝えていますか」の設問に、「伝

えていない」と回答した人の約 26％が「議員に要望を伝えても実現しない」と感じている

こと、市民の意見や要望等を聴く広聴活動を約 49％の方が求めていらっしゃること等、予

想もしなかった結果もありました。 

今後、対話の機会の創出、方法について改善できるように取り組むと共に、関心を持っ

ていただけるよう、コンテンツや発信方法の見直しにも取り組んでいきたいと思います。 



「オンライン報告会＆意見交換会」では、時間内に約 10名の参加がありました。 

 初のオンライン開催ということで、参加のハードルが高いかな？と心配しておりました

が、カメラオフ可能、チャット機能も運営側にしか公開しない手法で開催したことにより、

参加者には、対面よりも意見が言いやすく、おおむね好評をいただき、たくさんのご意見

をいただくことができました。 

私たちもオンラインの良さと可能性を実感することができました。 

 課題としては、アンケート、意見交換会のいずれでも、いただいた声にその後の回答が

必要な場合に、相手先が分からない時には直接回答ができず、回答手法の検討が必要と感

じました。 

また、アンケートから対話の場につなげる更なる取組みの必要性を感じました。 

 

ＷＥＢアンケートに回答いただいた皆様、オンライン報告会＆意見交換会に参加いただ

きました皆様に感謝するとともに、これからも市民の皆様とつながり、共に新しい価値や

魅力を創造し、未来に向けて取り組んでいくことが重要であると強く感じました。 

 

 

 

 

【報告会で使用したＷＥＢアンケート結果は以下の通り。】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


